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　琉球大学では、AI（人工知能）を活用した新しい医療
技術の開発に取り組んでいます。特に注目されているの
が、心臓病の早期発見を支援するAI診断技術です。
　日本では高齢化が進み、心不全患者が急増していま
す。現在、心不全の患者数は約120万人と、がん患者数
を上回る規模に達しています。医療現場では専門医の不
足が深刻で、特に離島やへき地では診断の質にばらつき
が生じ、地域医療格差が問題となっています。

　こうした課題に対し、琉球大学医学研究科の楠瀬賢也
教授は、心エコー画像をAIに学習させることで、専門医
並みの診断支援を可能にする技術を開発しました。AIは
数十万枚の心エコー画像をもとに、正常な心臓と異常の
兆候を自動で識別できます。異常箇所を色分け表示する
ことで、非専門医でも一目で判断できるようになってい
ます。診断精度は90％以上と高く、ポータブル装置へ
の搭載により、どこでも迅速な診断が可能になります。

長期ビジョンにつながる研究 Ⅰ

AIでひらく新しい医療のかたち
心臓病の早期発見と地域医療への貢献

X-Tech Innovationで最優秀賞を受賞

心臓のエコー
画像診断支援AI

ポータブル
エコー／iQ3

心エコー検査がAIで
すべての医療機関で利用可能に

医療環境の充実

疾患の早期発見
健康寿命延伸

医療従事者の環境改善
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・AI上梓に向けたPMDA連携
・Butterfly iQ3 医療機器
 承認取得

・心エコーAIの薬事
 承認取得に向けた
 臨床試験開始

・心不全パンデミック対策
・全国・アジア・欧州への展開
・AIヘルスケア
 プラットフォーム主導

楠瀬 賢也

心室中隔 左房 後壁

左室

左室

傍胸骨長軸像

大動脈

後壁左房

iPhoneやiPadなどの携帯端末と接続しエコー実施が可能

抱える医療課題

　この技術は、離島や在宅医療の現場で特に効果を発揮
します。専門医がいない地域でも、一般医がAI支援のも
とで心疾患の兆候を早期に発見し、重症化を防ぐことが
できるのです。実際、現場からは「熟練技師がいなくて
も同等の診断ができるなら大きなメリット」との声が寄
せられています。
　この研究成果を社会に広げるために、楠瀬教授は
2023年に琉球大学発の医療AIベンチャー「株式会社サ
ウスウッド」を設立しました。同社は、米国のButterfly 
Network社と連携し、最新のハンドヘルド超音波機器
「Butterfly iQ3」にAIの実装を進めています。Butterfly 
iQ3は2024年に米国で医療技術賞を受賞した先進的な
デバイスです。日本でも医療機器認証を取得し、2025
年9月から日本国内での販売が開始され、地域医療への
普及が始まりました。

大学院医学研究科
循環器・腎臓・神経内科学講座（対応診療科：第三内科）

　サウスウッド社は、医療機器販売業許可やISO 9001
認証などの事業基盤を整え、大学との共同研究も進めて
います。さらに、全国規模のビジネスコンテスト「X-Tech 
Innovation」では沖縄代表として最優秀賞を受賞するな
ど、起業家活動としても高く評価されています。
　今後は、心エコーAIの薬事承認取得を目指して臨床試
験を開始し、保険適用による普及を加速させる予定で
す。また、心臓以外の臓器への応用も視野に入れ、包括
的なAI診断プラットフォームの構築を目指しています。
　この取組は、沖縄という地域課題から始まり、アジア
太平洋地域、そして世界の医療格差を是正する可能性を
秘めています。琉球大学発の医療AIが、未来の医療を変
える力となることを期待しています。

・株式会社
 サウスウッド創業

・全国ビジネスコンテスト
 最優秀賞
・Butterfly社と連携

医療AI

心疾患患者の増大
人口低下＆高齢者割合急増
2030年心不全パンデミック

専門医の不足

40%超が週60時間以上勤務

慢性的な医師不足（特に過疎地/離島は顕著）
心エコーは高度な判断が要求

人口および心不全患者数の推移 病院常勤勤務医の週労働時間の区分別割合（令和元年）
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~2025
年

2030
年~

・ICTと実証データに
 基づく「沖縄モデル」
 の構築

沖縄から世界へ
農業と水産業を融合した
持続可能な陸上養殖プロジェクト

竹村 明洋

~2027
年

~2028
年

実証フィールド 実証フィールド見学会

理学部 海洋自然科学科生物系
海洋生物生産学 サンゴ礁生物生理学 

琉大北口施設のアオサ 琉大ミーバイ

・農水一体型
 循環システム
 技術の確立

・国内外で展開する
 地域に合わせたモデル
 のカスタマイズ

・技術の規格化・
 国際標準化による
 拠点の自走化実現

　琉球大学では、科学技術振興機構（JST）の支援を受
け、「農業と水産業を融合した持続可能な陸上養殖」の研
究開発を進めています。このプロジェクトは、国連の
SDGs（持続可能な開発目標）に基づき、未来の循環型社
会の実現を目指すものです。
　このプロジェクトの目標は、「農業と水産業の垣根を
とりさり、世界の若者が主役となって食を育てる循環社
会を実現する」ことです。
　沖縄の自然環境と地域資源を活かし、陸上養殖と農業
を組み合わせた「沖縄モデル」を構築しています。
　このモデルでは、海産魚（ヤイトハタ）を閉鎖循環式の
陸上施設で育て、その飼育排水を利用して野菜を栽培す
る「アクアポニックス」技術を導入しています。水や栄養
を無駄なく活用することで、環境負荷を抑えた持続可能
な生産が可能になります。このプロジェクトで育てられ
たヤイトハタは、”琉大ミーバイ”と名付けられ、日本全
国展開されています。
　2025年度はプロジェクト開始から4年目を迎え、成
果が具体的な形となって現れ始めています。 琉球大学構
内の実証フィールドにて、技術の見える化・見せる化を

進めるとともに、社会実装を目指した本格的な実証プラ
ントを稼働させています。これらの施設では、魚の成長
促進技術や野菜の栽培方法など、実用的なノウハウを蓄
積しています。
　さらに、2021年に「農水一体型サステイナブル陸上
養殖共創コンソーシアム」を立ち上げ、産学官の連携を
強化しています。当初28機関でスタートしたコンソー
シアムは、2025年には140機関を超える規模に成長
し、企業や自治体、市民との情報交換を通じて、陸上養
殖の普及と技術革新を加速させています。
　プロジェクトは2031年度まで継続予定であり、琉球
大学はこの分野の科学技術イノベーションを牽引する存
在として、世界的な拠点となることを目指しています。
次世代の若者が夢と志を持って一次産業に参入できるよ
うな環境づくりが重要な柱です。
　この取組は、沖縄から始まり、国内外へと展開される
可能性を秘め、持続可能な食の未来を支えるとともに、
地域社会への貢献だけでなく、世界の課題解決にもつな
がるものです。

長期ビジョンにつながる研究 Ⅱ

陸上養殖プロジェクト



琉球弧の生物文化多様性の知恵を学ぶ

高橋 そよ

海藻を食べるために潮の引いた礁原に群れるイスズミを狙った投網。魚に見つ
からないように、礁原に打ち付ける波の泡の流れを読む（2023年、与論島）。

サワラ漁の擬似針は、牛の角や桑の木などの自然素材だけではなく、アクリル
やスクリュードライバーの柄など廃材も応用する（2022年、与論島）。

2024年6月、フランス国立社会科学高等研究院（EHESS）の共同研究者と共に、
国際合宿を企画。島を生業の舞台とするアーティストや漁師、庭師なども参加
し、人々の身体技法や自然観、語り・ナラティブを可視化する新しい民族誌「エ
スノグラフィック」の理論と方法論を議論した（2024年、南プロヴァンス）。

東インドネシア・ワンギワンギ島における海藻養殖組合の聞き取りをした
（2024年12月、右端でノートを取る著者）。

人文社会学部
琉球アジア文化学科
琉球民俗学 

研究の立脚点

・外的要因と内的要因による
 環境改変と生物多様性減少

・小規模な生業・言語・
 道具づくりなどの
 文化多様性の危機

・島嶼コミュニティの
 生存基盤維持機構の解明研究

・多分野や地域住民などの
 多様な専門知との協業

・超学際的研究による
 理論化と新たな研究展開

・新たな人文学
 「パブリックヒューマニティーズ」
 の理論化

・文化多様性と生物多様性の
 共進化の循環

・「人間らしい創造性」
 が発揮される
 コンヴィヴィアルな社会の実現

　琉球弧の島々は、生物だけではなく、文化や言語の多
様性の宝庫です。資源の限られた島嶼環境において、
人々はどのように暮らしてきたのでしょうか。本研究で
は、人間の編み出してきた知恵と技法、道具、社会的な
規範の変容に着目し、資源の限られた島における人間と
自然の相互関係の変遷と生存基盤維持機構の解明に取り
組んでいます。
　琉球弧の中でも特に八重山諸島では、山・川があり田
んぼで稲作を営むことのできる高島を田の国「タングン
島」と呼び、川がなく水の確保に苦労をし、ムギやアワ
などの畑作が中心だった琉球石灰岩からなる低島を野の
国「ヌングン島」と呼び分けてきました。このように琉球
弧の島々では、その自然環境に応じて、固有のことばや
文化、生命観、在来知、技術、芸能などを発達させてき
ました。近年、生態系保全や文化継承の分野において、
人々が自然を利用しながら育んできた文化と、文化に
よって維持されてきた生物相との相互関係は「生物文化
多様性」として国際的にも注目されています。しかし、
現在、気候変動や環境変化、自然・人為的災害、社会経
済的な変容などの複合的な要因から、自然と人間との関
わりは大きく変わろうとしています。
　そこで、本研究では琉球弧の生物文化多様性の特徴を
解明するため、特にサンゴ礁を利用する小規模な漁撈活
動に着目しています。2000年より、サンゴ礁微地形や
地名、海洋生物、気象などの地域固有の呼び名（民俗語
彙）や在来知を中心に、民俗学的な聞き取り調査と比較
研究を行ってきました。そして、それらの在来知がどの
ように応用されるのかを明らかにするために、素潜り漁
師に弟子入りをして、サンゴ礁漁撈を実践しながら彼ら
の行動を参与観察してきました。さらに、近年では彼ら
の漁撈文化を支える「道具」とその素材、手わざに注目し

て、物質文化研究とデジタルアーカイブ構築に取り組
んでいます。その結果、道具の作り手の減少やそれに伴
う手わざの継承の危機の背景には、素材となる貝類その
ものや生息地である海草藻場の減少といった自然環境に
関する課題も複合的に絡み合っていることがわかってき
ました。しかし、人々はこのような変動に対して、手を
こまねいているわけではありません。資源利用のネット
ワークを柔軟に拡充するなど、順応的な生存戦略とレジ
リエンスのありようが見えてきました。
　今後は自然を利用する人々の生活史や物質文化、写真
資料などの収集してきた多元的な資料を総合的に分析す
ることで、沖縄近現代史に、環境改変や社会変化に適応
してきた自然と人間との関わりの地域史を位置付ける作
業を進めたいと考えています。さらに、2024年より新
たな研究展開として、多くの琉球弧の島々と同様に石灰
岩からなるサンゴ島であり水問題や環境保全、観光化、
文化継承などの社会課題に直面している、東インドネシ
アと地中海の島々において国際共同研究を始めました。
2025年にはインドネシアのステークホルダーの方々を
西表島に招聘し、持続可能な島の暮らしの実現に向けた
研究合宿を行いました。
　本研究は、地域住民や多分野の研究者との対話と協業
によって進められています。国家史のような「大きな歴
史」に記されない、島に生きる人々の声や記憶、生活史
を互いに学び合うことで、地域固有の文化と歴史を思考
する場を生み出しています。こうした取り組みは、近年
人文学で注目される「パブリック・ヒューマニティーズ
（開かれた知）」の知識実践でもあります。今後も、本研
究では多様な人々と対話をしながら、創造性が発揮され
る人間らしい知のあり方を探求したいと考えます。

~2023
年

2030
年~

~2024
年

~2029
年

長期ビジョンにつながる研究 Ⅲ

琉球弧の生物文化多様性
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琉球大学では、大学が持つ特許や研究シーズ、
ノウハウといった『琉球大学ブランド商品』の
開発支援事業を実施しております。
「知の泉」から生まれた、心ときめく商品の数々を、
ていねいに、その物語とともにご紹介いたします。

琉大ミーバイ
Ryudai Grouper

琉大ハニー
Ryudai Honey

魚のフードゼロを目指す！琉大ミーバイのアップサイクル

琉球大学農学部の学生らが琉大ミーバイの加工副産物
をアップサイクルした発酵パウダーを使い開発したお菓
子。琉大ミーバイの濃厚な旨みとセサミクランチの香ば
しい風味が特長。おやつや、おつまみにもピッタリ。

琉大ミーバイ
BURGER

琉大銘菓 はたのすけ

養殖では成長にばらつきがある600g以下の小
型ミーバイ商品化の企画から生まれたご当地バ
ーガー。ミーバイのダシの旨みを生かした白ワイ
ンソースを使ったリッチな味わいが魅力。本部町
のオサカナキチネットが販売。

沖縄の養蜂業界を盛り上げる『琉大ハニー養蜂部』

琉球大学とやんばるのチョコレートショップOKINAWA 
CACAOが共同開発。琉大ハニー養蜂部が採蜜した貴重な
蜂蜜を甘味としたグラノーラ。オーツ麦や、サトウキビを発
酵させてつくる食物繊維“発酵バガス”、カラキのチョコレー
トやカカオニブなどを使用。

琉大ハニーグラノーラ

琉大内の養殖施設で水耕栽培の説明をする宇
田川先生（写真上）。『琉大銘菓はたのすけ』は
おみやげに最適な1箱12袋入り。パッケージデ
ザインも研究室の学生が手掛けた。

養蜂に興味のある学生数名でスタートした活
動を2023年11月8日（いいはちの日）に『琉大ハ
ニー養蜂部』として正式にサークル化。学生が
主体となって活動中。2025年から、琉大ハニー
と沖縄ならではの食材“発酵バガス”（サトウキ
ビの絞り粕を発酵させた食物繊維）を配合した
『琉大ハニーグラノーラ』のVer.2を販売中。

　琉球大学農学部で、マンゴー栽培を行ってい
た『琉大まんぐろう部』から誕生した『琉大ハ
ニー養蜂部』。マンゴーの授粉用に育てていた
ミツバチの蜂蜜を活用し、やんばるのチョコ
レートショップ『OKINAWA CACAO』と共同
開発したのが、琉大ブランド商品『琉大ハニー
グラノーラ』だ。
　亜熱帯気候である沖縄は、ミツバチの冬眠が
なく、養蜂が盛んな地域。だがその蜂の多くは
全国に供給される花粉の交配用で、蜂蜜の生産
量は低い。日本全体でも蜂蜜の自給率はわずか
5.5％。ほとんどを輸入に頼っている現状があ
る。そこで『琉大ハニー養蜂部』では、沖縄の風
土を活かしたおいしい蜂蜜をつくり、地域ブラ
ンドとしてPRすることで、沖縄の養蜂を盛り
上げたいと考え、活動資金や協力者を募るクラ
ウドファンディングに挑戦。その際に出会った
屋我地島の養蜂家・三浦大樹さんのバックアッ
プにより、本格的な養蜂をスタートした。主な
活動は週に1度、巣箱の内外に異常がないか確

認する内検と外検。月に2回の定例会では、情
報共有や意見交換を行い、採集した蜂蜜の試食
を行うこともある。参加メンバーは農学部に限
らず、養蜂に興味を持つ多様な学生が集結。活
動を通じて他学部と交流できるのも魅力のひと
つだ。顧問を務める農学部の関根健太郎准教授
（農学博士）は、「養蜂を機に大学の仲間や地域の
人々と関わり、社会性を学ぶ場をつくりたい」
という。「蜂は社会性昆虫。学生が昆虫から社会
性を学ぶのが面白いところです」。
　『琉大ハニー』の主な蜜源は、沖縄や九州など
に分布しているアワユキセンダングサ。沖縄で
は通年花をつけるため、1年を通して蜜源を確
保できる。沖縄のIT企業と共同で、ウェブカメ
ラやドローンを使い、蜜源を探す取組もスター
ト。ゆくゆくは、安定的に採蜜量を増やし、科
学的に成分を証明した、琉大らしいロジカルな
蜂蜜を生産することが目標なのだそう。沖縄が
国産蜂蜜の名産地になる。そんな未来がくるか
もしれない。

　世界の人口増加や気候変動などによる“タンパク
質クライシス”が社会問題になっている。そんな中
期待されているのが魚介類の養殖。琉球大学では
2020年度から、『科学技術振興機構（JST）』の支援
により『共創の場形成支援プログラム（COI-NEXT）』
を進め、農水一体型の陸上養殖システムの開発や、
ミーバイ（ヤイトハタ）の陸上養殖を行い、『琉大
ミーバイ』としてブランド化を進めてきた。『琉大
ミーバイ』の養殖場では、LED光を用いた魚の成長
促進や、食品残渣を活用した飼料の作成、海水魚
の排泄物を利用した耐塩性植物の水耕栽培などの
研究が行われ、サスティナブルな陸上養殖が目指
される一方で、魚の未利用部位の廃棄が課題に。
「ミーバイの内臓を活用して、お菓子を開発できな
いだろうか」。そう考えた琉大発ベンチャー『みら
い共創マルシェ』の宇田川伸吾特命助教は、食品利
用加工学を専門とする高橋誠准教授（農学博士）に
相談。高橋准教授は、魚の内臓を塩漬けにして発

酵させた『魚醤』をヒントに、より幅広い層に向け
た加工品をつくるため、塩を使わず内臓酵素を活
用した発酵技術を開発。令和5年度の『琉球大学ブ
ランド商品開発支援事業』に採択され、アップサイ
クルを本格始動した。沖縄県内の食品加工メー
カーで内臓発酵パウダーを生産し、菓子製造メー
カーで、ミーバイのうま味や風味を活かしたゴマ
菓子を製造。商品名の『はたのすけ』は、研究に深
く関わった農学部４年の平良英之輔さんの発案で、
自身の名前をもじったもの。このネーミングが覚
えやすいと評判で、「彼には頭が上がりません（笑）」
と高橋准教授。今後、内臓発酵の際に得られた副
産物の“魚油”を、魚の餌の一部として活用する技
術開発や、内臓発酵パウダーを使ったスープや出
汁なども考案中とのこと。「琉大の研究や技術開発
を通じて、魚のフードロス“ゼロ”を目指したい」と
意気込みをみせた。
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琉大精油
Ryudai 
E�ential Oil

琉大コスメ
Ryudai Cosme

琉大芋
Ryudai Potato

新たな酵母や麹菌の開発で、
泡盛のバラエティー化を目指す 沖縄県産素材100％の精油が、

未来の沖縄の農業を救う

シークヮーサーの果皮を利活用した
沖縄ならではの化粧水

沖縄の気候に合う付加価値の高い植物種に関する研究
で得た成果を基にした琉大ブランドの精油。沖縄県産の
ティーツリーを使用し、国際規格レベルの高品質な精油
を抽出。すっきりとした森林浴系の香りが楽しめる。

ティーツリー
エッセンシャルオイル

琉大産のシモン芋を使用し、
那覇市のやきいも繁多川堂と
共同開発したチップス。シモン
芋の断面に浮かぶ紫色のスジ
を美しく見せる工夫や、パッケ
ージのデザインなど学生が主
体的に参加。琉大祭などのイ
ベントで販売。

琉大おいも
チップス

農業生産法人株式会社マルシェ
沖縄と共同で開発したワンハン
ドグルメ。沖縄の郷土料理うむく
じ天ぷらの生地に、琉大産のシ
モン芋と紅芋を使用し、二層にし
たオリジナル商品。琉球大学生
協にて試験的に販売された。

琉大うむてん

沖縄の“うむ（芋）”カルチャーを盛り上げる
和気あいあいの課外活動

琉大泡盛
Ryudai
Awamori

黒麹菌琉古株仕込み／琉球大学・バイオジェット・神村酒造が共同開発した新しい泡盛。古（いにしえ）の黒麹
菌『琉古株（りゅうこかぶ）』を使用して醸造。発酵系の深い香りと、甘く香ばしい濃厚な風味が楽しめる1本。
R217 酵母仕込み／琉球大学とバイオジェットが共同で開発した新酵母『R217』を用いて、沖縄県で唯一の甕
仕込製法を誇る石川酒造場が醸造した新時代の泡盛。フローラルな香りと甘くもシャープな後味が特長。

黒麹菌琉古株仕込み
R217 酵母仕込み

シークヮーサーの果皮に含まれる美白効果
をもつ成分ノビレチンを配合し、日やけやシ
ミ・ソバカス予防に効果が期待できる沖縄な
らではの化粧水。教育学部の照屋俊明教授
らの特許“ノビレチン製法”を使って、学生と
連携して開発。

Sun Lover

　沖縄の特産品である泡盛。その醸造には戦前ま
で、それぞれの蔵に住みついている蔵付きの酵母
や麹菌が使われていた。しかしそれらが沖縄戦に
より一度消失し、現在は戦後の復興時に選抜され
た『101号酵母』と『黒麹菌』が使用されている。こ
れにより醸造は安定化されたが、使用できる酵母
や菌株が限定されていることから、日本酒やワイ
ンのような、香りや味わいの多様化が進み辛かっ
た。そのような背景から琉球大学では、酵母や黒
麹菌の開発により泡盛の選択肢を増やすことで、
業界を活性化しようと研究を進めてきた。
　2017年に琉大ブランド商品の第1号として商
品化された『琉球大学の泡盛　R217 』は、琉球大
学農学部の外山博英教授（農学博士）が中心とな
り、沖縄で唯一甕仕込みの泡盛を造る『石川酒造
場』と開発したもので、『101号酵母』を改良した新
たな酵母が用いられている。2023年に第2弾と

して商品化されたのは、農学部の水谷治准教授
（農学博士）を中心に、樽貯蔵の古酒醸造を得意と
する『神村酒造』と開発した『琉球大学の泡盛２ 琉
古株』。使用されているのは、多様な黒麹菌株を
ゲノム解析した際に発見された、古い時代の黒麹
菌。本菌は発酵学の権威、故・坂口謹一郎博士が
戦前の沖縄で採取した黒麹菌のひとつであること
も判明し、琉球時代の泡盛を再現したとも言える
ことから『琉古株』の名が付いた。実機醸造では、
学生たちが醸造作業を体験。お披露目となった
『沖縄の産業まつり』では学生自ら直売を行った。
「泡盛のバラエティーが豊かになる未来を目指し
て、研究を続けたい」と語る教授陣。今後、『黒麹
菌琉古株仕込み』の泡盛を『琉大の古酒』として商
品化する計画もあるとのこと。第3弾、第4弾の
登場を、心待ちにしたい。

　心身をリラックスさせる作用のある精油は、国
内でも需要の高いアイテム。だがほとんどが輸入
品で、国産品が少ない。そこに着目したのが、琉
球大学農学部の諏訪竜一准教授（農学博士）。精油
は、少量を高価格帯で取引されることが多く、大
規模な製造施設を必要としないため、小ロットで
利益が見込める。沖縄県産の精油が生産できれ
ば、精油作物の栽培で、地域の農業の活性化が目
指せると考えたのだ。
　沖縄県の土壌は、ほとんどが強酸性の赤黄色土
で、栽培できる作物が限られている。さらに県内
の農家は高齢化が進み、耕作放棄地の増加が問題
となっていた。これから先、継続可能な農業を目
指すには、育てやすく利用価値の高い作物を導入
し、生産者の選択肢を増やすことで、きちんと利
益が得られる環境をつくる必要がある。諏訪准教
授は、学生たちと精油作物の研究を進め、栽培や
生育調査、精油成分の抽出・分析を実施。第一弾
の原料として『ティーツリー』を選んだ。亜熱帯の
気候や酸性土壌に適した『ティーツリー』は、精油
の原料としても知られる。諏訪准教授は地域の生
産者と連携し、沖縄県産の精油のブランド化をス
タート。パッケージのデザインや製造、販路の開
拓などを、自社の精油ブランドを持つ県内の企業
『（株）オキネシア』が担当し、沖縄県産素材100％

の『琉大精油』が完成した。高品質であることが求
められる精油市場で、含有成分の分析など、学術
的な裏付けのある『琉大精油』は、信頼性が高いと
好評で、ニーズと合致している。また、精油の原
料となる植物は熱帯や亜熱帯地域に生育している
ものが多く、沖縄だからこそ、効率よく栽培がで
きる植物が、『ティーツリー』の他にも、たくさん
あるという。諏訪准教授は今後、「ラインナップを
増やし、精油植物の栽培が、県内の農家にとって
の新たな選択肢になることで、地域の活性化を目
指したい」と語る。
　精油の開発には学生たちも関わった。「彼らには
いつも助けてもらってます」と笑顔を見せる諏訪
准教授。「琉大には、さまざまな経験ができるきっ
かけやテーマがたくさんあります。『琉大精油』の
ように、産学官で連携した研究ができるのは、地
方大学独自の強み。大学に入学したら、ぜひさま
ざまなことに好奇心を持ち、主体性を持って行動
して欲しいです。琉大に来る学生は、能力が高
く、いろんな可能性を持っています。基礎研究に
没頭してもいいし、研究結果を応用して社会実装
を目指してもいい。そのどちらも素晴らしいこと
だし、自分自身で選択できるのが、大学の楽しい
ところですよ」。

　沖縄県北部の特産品シークヮーサーは、ジュー
スなどに加工されることの多い柑橘類。その皮は
美白効果をはじめ、さまざまな機能を持つ成分
『ノビレチン』を多く含むことで知られているが、
搾汁された後、年間2000～3000トンが廃棄さ
れていた。ここに着目したのが、琉球大学教育学
部の照屋俊明教授（理学博士）。中部大学の教授と
共同研究を行い、シークヮーサーの皮に含まれる
『ノビレチン』を取り出し、濃縮して粉末状にする
製法を確立。人の細胞から培養した３次元皮膚モ
デルを用いた実験を行い、世界で初めて美白効果
を証明した。その特許製法を用いて、琉大発のベ
ンチャー『琉球ボーテ（株）』と共に開発したのが、
高純度ノビレチンを配合した化粧水『Sun Lover
（サンラバー）』。同社の代表を務める島田邦男先
生は、機能性油脂の開発で知られる日油（株）出身
で、東京農業大学でも客員教授を務めた工学博
士。化粧品開発のノウハウに詳しく、『ノビレチ
ン』の特許製法に可能性を見い出し、『琉球ボーテ
（株）』を起業したという。

　ひとの皮膚の日焼けは、紫外線によってメラニ
ン生成酵素であるチロシナーゼが活性化されるこ
とで起こる。一般的な美白化粧品は、このチロシ
ナーゼの働きを直接阻害することから、“白斑”が
起きやすいといわれているが、『ノビレチン』の場
合は、直接阻害するのではなく、チロシナーゼを
活性化させるタンパク質の働きを抑えるため、白
斑が起きにくいのだそうだ。
　『Sun Lover（サンラバー）』というネーミング
や、沖縄県中頭郡北谷町美浜の美しいサンセット
が印象的なパッケージは、琉球大学農学部の学生
と、沖縄国際大学の学生がデザインしたもの。学
生をはじめとする同年代のユーザーをターゲット
に、容量や価格などを検討し、販路開拓にも取り
組んだ。「こういったプロジェクトに参加すること
を通じて、商品開発の面白さに目覚めて、自分で
も 起業してみようと思う学生さんもいます」とい
う照屋教授。「自分の研究がどう社会に役立つの
か、出口をイメージして取り組むことが、大切だ
と思いますね」。

　琉球大学農学部の『いもゼミ・ちゅらイム』
から派生した課外活動『いもじょーぐー』は、
沖縄の方言で“芋好き”の意味を持つ、うち
なーいも魅力発信プロジェクト。サツマイモ
の病害・基腐病の研究にはじまり、「沖縄の農
業を守りたい！」との思いで、芋類の栽培や研
究、琉大産の芋を使用した商品の開発などを
行ってきた。令和６年度には、地域課題の発
見や解決に取り組む『地域共創型学生プロジェ
クト（ちゅらプロ）』にも選ばれ、琉大産のシモ
ン芋を用いたプロジェクトを実施。沖縄県で
は、お土産の原料となる紅芋栽培が盛んで、
そのことが品種の偏りによる土壌病害の蔓延
や、観光業への依存など地域課題につながっ
ていることに着目。多様な品種の栽培につな
げたいとの思いで、県内の企業とタッグを組
み、シモン芋を使ったお菓子やサプリメント
などの試作を行った。その中から、琉大ブラ
ンド商品として開発されたのが、沖縄県の郷
土料理うむくじ天ぷらをアレンジしたカジュ

アルなおやつ『琉大うむてん』。完成した商品
は、大学内の食堂で試験販売され、準備した
1200食を2週間で完売した。また琉大祭で
は、那覇市のやきいも専門店『繁多川堂』の指
導のもと『琉大おいもチップス』を開発。学生
が容器のロゴデザインを手掛け、好評を博し
た。サポート教員を務める琉球大学農学部の
関根健太郎准教授（農学博士）は学生たちの活
動について、「生産者の苦労を知る、貴重な機
会になっている」と語り、「継続的に販売できる
体制を整え“学舎の味”を目指そう」と応援す
る。現在中心となって活動している8名の他
にも、多くの学生が農作業を手伝い、収穫の
時期にはみんなで焼き芋を楽しむというから、
何とも楽しそう。さらに2025年には、地元
企業と共同開発したシモン芋のパウダーを
使った『琉大ラムネ』を販売開始。琉大の芋好
きの集まりからどんな企てが生まれるのか、
今後も楽しみだ。
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子ぬ方星を目指して
いま ここから

に ふぁぶし

子方星（にぬふぁぶし）とは、沖縄の言葉で「子（ね）」つまり「北」
の方角を指す星という意味で、「北極星」のことです。






